
1999年出土の木簡

う
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ち
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中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
畝
田
西
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
五
月
―
二
〇
〇
〇
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
中
森
茂
明

。
白
田
義
彦

・
和
田
龍
介

。
西
田
昌
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衛
関
連
遺
跡
力
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
中
頃
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
日
本
海
に
臨
む
犀
川

，
大
野
川
河
口
部
２
扇
状
地
上
に
立
地
し
て

お
り
、
遺
跡
地
内
に
は
犀
川
支
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
徳
川
が
流
れ
る
。
付
近

に
は
加
賀
郡
津
と
推
定
さ
れ
て

い
る
金
石
本
町
遺
跡
や
、
加
賀

国
府
津
と
推
定
さ
れ
る
戸
水
Ｃ

遺
跡
な
ど
が
存
在
し
、
古
代
の

水
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
本
調

周

査
は
、
区
画
整
理

（金
沢
西
部

金

第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
）
に
伴

う
調
査
の
初
年
度
に
あ
た
る
。

本
調
査
で
は
古
墳
時
代
中
―
後
期
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
て

い
る
が
、
木
簡
を
含
む
古
代
の
遺
物
を
埋
蔵
し
て
い
る
の
は
調
査
地
中
央
を
南

北
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
旧
河
道
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
人
、
調
査
地
北
端
を
流
れ
る
溝
Ｓ
Ｄ

Ｏ
三

一
で
あ
る
。
旧
河
道
か
ら
は
土
器

。
木
製
品
が
多
量
に
出
土
す
る
中
で
、

二
〇
〇
点
以
上
の
墨
書
土
器
と

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
は
人
世

紀
初
頭
―
中
頃
に
比
定
さ
れ
る
須
恵
器
杯
に
記
さ
れ
て
お
り
、
翌
巴

翌
巾―

語
」
等
の

「語
」
字
グ
ル
ー
プ
が
大
半
を
占
め
る
な
か
で
、
「天
平
二
年
」
「津

司
」
「荒
田
家
」
な
ど
の
注
目
さ
れ
る
墨
書
も
散
見
さ
れ
る
。
旧
河
道
は
ほ
ぼ

自
然
河
道
そ
の
ま
ま
に
蛇
行
し
て
い
る
が
、
長
い
板
材
を
伴
う
杭
列
や
堰
状
遺

構
と
思
わ
れ
る
多
量
の
部
材
が
集
中
す
る
箇
所
も
確
認
さ
れ
、
何
ら
か
の
治

水

・
利
水
行
為
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は

河
道
下
層
に
存
在
す
る
古
墳
時
代
中
期
―
後
期
の
遺
構
に
伴
う
可
能
性
も
残
る
。

ま
た
Ｓ
Ｄ
〇
三

一
と
名
付
け
た
古
代
溝
は
調
査
地
端
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、

一
部
を
検
出
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
掘
形
は
底
丸
の
舟
形
を
呈
し
て
お
り
、

幅
も
三
ｍ
ほ
ど
で
そ
れ
ほ
ど
規
模
も
大
き
く
な
く
、
何
ら
か
の
施
設
に
伴
う
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
溝
か
ら
も
墨
書
土
器
三
〇
点
弱
、
木
簡

一
点
が
出
土

し
て
い
る
。
墨
書
土
器
は

一
三
点
の

「津
」
字
を
中
心
と
し
て

「山
田
」
「男

山
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
河
道
で
大
半
を
占
め
た

「語
」
字
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯
の
時

期
も
八
世
紀
中
頃
―
後
半
に
下
る
こ
と
か
ら
、
旧
河
道
と
は
そ
の
性
格
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

溝
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二
一
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ω
は
板
材
を
横
に
用
い
て
お
り
、
二
つ
に
折
れ
た
状
況
で
出
土
し
た
。
木
目

方
向
か
ら
見
て
上
下
端

・
右
辺
は
両
面
キ
リ

。
オ
リ
成
形
の
痕
跡
を
残
す
が
、

左
辺
は
潰
れ
た
よ
う
な
状
態
で
、
墨
付
も

一
部
欠
損
し
て
い
る
。

全
体
に

「個
人
名
＋
稲
東
量
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
挙
関
連

の
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
「上
領
」
の
話
か
ら
、
出
挙
稲
返
納
時
に
作
成
さ
れ
た

記
録
簡
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
合
点
は
倉

へ
の
収
納
の
際
に
付
さ
れ
た

(1)
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オ
】

1999年出上の木簡

「津
司
」

「天
平
二
年
」

「荒
田
家
」

塁
ＨＨ成
人
」

墨書土器

も
の
か
。
記
載
様
式
は
、
籍
帳
の
類
か
ら
抜
き
書
き
し
た
よ
う
な
規
則
性
の
あ

る
も
の
で
、
総
計
記
載
の

「合
稲
三
百
＝
」
を
境
と
し
て
前
半
部
と
後
半
部
に

分
け
ら
れ
る
。
前
半
部
は

「戸
主
」
「妻
」
の
続
柄
記
載
が
見
え
、
名
前
の
上

に
鉤
型
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
後
半
部
は
ほ
ぼ

「合
稲
三
百
冊
」
に
書
き

出
し
の
高
さ
を
合
わ
せ
、
前
半
部
と
区
別
を
は
か
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

「戸
主
」
「妻
」
な
ど
の
続
柄
記
載
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
の
歴

名
は
阿
刀
足
人
の
戸
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
出
挙
が
戸
を
単
位
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
実
態
を
示
し
て
い
る
。
後
半
部
の
四
人
も
同
戸
構
成
員

と
考
え
ら
れ
る
が
、
記
載
様
式
も
異
な
り
、
合
点
も
な
い
こ
と
か
ら
、
出
挙
稲

未
納
者
を
列
記
し
た
も
の
と
解
し
た
い
。

本
木
簡
は
、
籍
帳
か
ら
抜
粋
し
た
形
で
一
つ
の
戸
を

一
枚
の
木
簡
に
記
載
す

る
初
め
て
の
資
料
で
あ
り
、
ま
た
天
平
勝
宝
四
年

（七
≡

じ
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
の
出
挙
関
連
資
料
に
な
い
時
期
の
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

②
は
、
上

・左
右
端
に
は
両
面
キ
リ
・
オ
リ
成
形
に
よ
る
切
断
の
痕
跡
が
、
下

端
に
は
斜
め
方
向
の
片
面
キ
リ

。
オ
リ
成
形
の
痕
跡
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
墨
痕
は
判
読
不
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
切
断
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
三

・
四

（二
〇
〇
〇
年
）

（和
田
龍
介
）




